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用語解説

N o . 用　 語 ページ 内　 容

1 教育 DX 3 ， 4

・ D X はデジタ ル・ ト ラ ン スフ ォ ーメ ーショ ン を 指し 、

学校がデジ タ ル技術を 活用し て 、 今ま でで き な かっ

た学習や業務を 実現し 、 時代に対応し た教育を 進め

ていく こ と

2 教育データ の利活用 3 ， 4
・ 教育データ を 活用し て 、 取組や実践を 評価し 、 よ り

良い方向へと 改善し ていく こ と

3 ウェ ルビ ーイ ン グ 3 ， 6

・ 身体的・ 精神的・ 社会的に良い状態にある こ と を い

い、 短期的な 幸福のみな ら ず、 生き がいや人生の意

義などの将来にわたる 持続的な幸福を 含む概念

・ 多様な 個人がそれぞれ幸せや生き がいを 感じ る と と

も に、 個人を 取り 巻く 場や地域、 社会が幸せや豊か

さ を 感じ ら れる 良い状態にある こ と も 含む包括的な

概念

4 自己調整 6
・ こ ど も 自身が目標を 立て 、 自分の行動を 振り 返り 、

評価し ながら 次の行動を 決定し ていく 様子

5 幼児期に育てたい力 9 ， 1 5

・ 就学前のこ ど も に身に付けさ せたい力と し て 、 「 幼

児期に育て たい力」 を 明記し た、 本市における 幼児

教育の指針

6 グロ ーカ ル 8 ， 1 2
・ グロ ーバル（ 地球規模） と ロ ーカ ル（ 地域） を 合わ

せた言葉

7 CEFR の A1 レ ベル 1 2

・ Co m m o n  Eu ro p ea n  Fram ew o rk  o f  Re f e ren ce 

f o r  L a n g u a g e s  :  L e a r n i n g ,  t e a c h i n g , 

a s se s sm en t「 外国語の学習、 教授、 評価のための

ヨ ーロ ッ パ言語共通参照枠」 の略

・ A１ レ ベルは、 ６ 段階のう ち 、 最も 基礎にあたる レ ベ

ル（ 英検３ 級程度）
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N o . 用　 語 ページ 内　 容

8
持続可能な開発目標

（ SDGs）
1 4

・ 2 0 3 0 年までに、 持続可能でよ り よ い世界を 目指す国

際目標のこ と

・ 1 7 のゴール、 1 6 9 のタ ーゲッ ト で構成　

9 STEAM 教育 1 4

・ S c i e n c e （ 科 学 ） 、 Te c h n o l o g y （ 技 術 ） 、

E n g i n e e r i n g （ 工 学 ） 、 A r t （ 芸 術 ） 、

M a th em a tics（ 数学） の頭文字を と っ たも ので、 各

教科で の学習を 実社会で の問題発見・ 解決にいかし

ていく ための教科横断的な教育のこ と

1 0 スタ ート カ リ キュ ラ ム 1 5

・ 小学校へ入学し たこ ど も が幼稚園や保育所な ど の遊

びや生活を 通し た学びと 育ち を 基礎と し て、 主体的

に自己を 発揮し 、 新し い学校生活を 創り 出し て いく

ためのカ リ キュ ラ ム

1 1 ポート フ ォ リ オ 1 5

・ 自身が作成し たレ ポート や作品な ど を 蓄積し て いく

も の

・ 学校では「 キャ リ ア ・ パス ポート 」 等によ り 、 こ ど

も 自身の学習や生活の見通し を 立て 、 学んだこ と を

振り 返り な がら 、 自身の変容や成長を 自己評価し た

も のを 記録・ 蓄積し 、 主体的に学びに向かう 力を 育

み、 自己実現につなぐ も のと し て活用

1 2 スク ールカ ウンセラ ー（ SC） 1 6

・ 児童生徒の心のケア や、 ス ト レ ス への対処法心理の

専門家

・ 教育委員会から 学校等に派遣または配置

4 1



N o . 用　 語 ページ 内　 容

1 3
スク ールソ ーシャ ルワーカ ー

（ SSW ）
1 6

・ 児童生徒やその保護者に福祉・ 医療的な 支援が必要

な 場合に、 福祉の窓口につな いだり 、 手続き の補助

などを し たり する福祉の専門家

・ 教育委員会から 学校等に派遣または配置

1 4
こ ども ・ 若者を 対象と し た

育成支援機関
1 6

・ 青少年の家や児童相談所、 児童家庭支援セン タ ー、

教育総合支援セン タ ー、 ハロ ーワーク 、 地域若者サ

ポート ステ ーシ ョ ン な ど 、 こ ど も ・ 若者の健全育成

や支援を 行う 機関・ 施設

1 5 教育的ニーズ
1 7 ， 1 8 ，

1 9 ， 2 1 ， 2 3

・ 一人一人のこ ど も や保護者が、 教育上求めて いる も

のや必要なも の

1 6 発達支援学級 1 7

・ 本市で は、 「 発達支援教育」 の理念に 基づ き 、 小

学校、 中学校等の「 特別支援学級」 を 「 発達支援学

級」 と 定義

・ 特に障がいのある こ ど も の教育的ニーズに応じ た支

援体制の一つで 、 こ ど も の発達段階等に即し たき め

細かい指導によ り 、 障がいによ る 学習上、 生活上の

困難を 克服する ために設置さ れている少人数学級

1 7 発達支援教育 －

・ 本市で は、「 特別支援教育」 を「 発達支援教育」 と 呼

び、そ の理念を「 確かなこ ど も 理解により 、一人一人

のこ ど も や保護者の教育的ニーズを 的確に把握し 、

それに対し て適正に支援し ていく こ と 」 と し ている

1 8 イ ン ク ルーシブ教育システム 1 7
・ 障がいのある こ ど も と 障がいのな いこ ど も が可能な

限り 共に学ぶ仕組み

1 9 特別の教育課程 1 9

・ 児童生徒が学校生活を 送る 上や教科等の授業を 理解

する 上で必要な 日本語の指導を 、 在籍学級の教育課

程の一部の時間に替え て、 在籍学級以外の教室で 行

う 教育の形態

2 0 教員育成指標 2 2

・ 本市の教職員に求めら れる 資質能力を 示すも の

・ 「 浜松市校長（ 園長） 育成指標」 、 「 浜松市教員育

成指標」 、 補助資料で構成

2 1 ワーク ・ エンゲージメ ン ト 2 4 ・ 仕事に対し て前向き で充実し た心理状態

2 2 就学援助制度 2 8
・ 経済的な 理由で 困っ ている 保護者に対し て 、 学用品

や給食費などの一部を 援助する制度
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N o . 用　 語 ページ 内　 容

2 3 コ ミ ュ ニティ ・ スク ール 8 ， 3 0

・ 学校・ 家庭・ 地域が力を 合わせて 学校運営に取り 組

む仕組みである 「 学校運営協議会」 を 設置し た学校

・ 2 0 2 4 （ 令和６ ） 年度までに全ての市立小中高等学校

に設置済

2 4 地域学校協働活動 8 ， 3 0

・ 地域住民や保護者、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 民間企業、 団体等の

幅広い参画を 得て 、 地域全体でこ ど も たち の学びや

成長を 支え る と と も に、 「 学校を 核と し た地域づく

り 」 を 目指し て 、 地域と 学校が相互にパート ナーと

し て連携・ 協働し て行う 様々な活動

2 5
はままつ人づく り
ネッ ト ワーク センタ ー

3 1
・ 地域の魅力的な 人材や素材を 整理・ 蓄積し 、 学校の

教育活動等に提供する ウェ ブサイ ト

2 6 放課後児童会 3 2
・ 保護者が就労等で 昼間家庭にいな い児童に生活と 遊

びの場を 提供する 事業

2 7 広聴モニタ ー 3 6
・ 住民基本台帳から 無作為抽出し た1 8 歳以上の方に、

広聴モニタ ーの協力依頼を 行い、 承諾いただいた方

2 8 移動教育委員会 3 6

・ 教育長講話や参加者と の意見交換を 通じ て 、 開かれ

た教育行政の推進を 図り 、 本市の教育について理解

を 深めていただく ために実施する会議

2 9 パブリ ッ ク ・ コ メ ン ト 制度 3 7 ， 3 8

・ 市が計画や条例な ど を 策定する と き に、 案の段階で

公表し 、 ご 意見、 ご 要望な ど を 聴き な がら 最終的な

案を 決定する手続き のこ と
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